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ピアノが愛した女。

収録曲

SUPERFOLKSONG
作詞/糸井重里作曲/矢野顕子

横顔
作詞・作曲/大貫妙子

夏が終る
作詞/谷川俊太郎作曲/小室等

それだけでうれい、
作詞/矢野顕子作曲/宮沢和史

塀の上で
作詞・作曲/鈴木慶一

中央線
作詞・作曲/宮沢和史

PRAYER
作詞/矢野顕子作曲 /Pat Metheny

解説

1992 年冬。撮影現場の松本と千駄ヶ谷の小さ

なホール。そこでは矢野顕子とピアノだけの

レコーデイングが行われていた。カメラはそ

の緊迫した倉Ijイ何回呈を執助に追いかけ、彼女

の微少な息づかいまですくいとる。

映画の中でレコーデイングされているアル

バム rSUPER FOLKSONGJ には、きわだった

特色がある。それはすべての曲が弾き語りの

いわゆる、一発どりかであること。通常のレコ

ーデイングならうまくできた部介だけとって、

後でつなぎあわせたり、ピアノの演奏と歌を

別々 に録音したりするのだがここではそうし

た操作はまったくなされず、最初から最後ま

で通して一度で完全にできたときのみ、その

曲は OK テイクとなる。

映画は無駄のない引き締まった話法で、そ

の緊迫感に満ちた状況を切り出し、見つめる

私たちをも何か偉大なことが行われているの

だという、わくわくするような、しかも厳粛

な気持ちにさせる。だが、同時にカメラは、

きわめて自然に、素顔の自介をありのままに

見せる矢野顕子を捕らえていく。

ピアノが愛した女のスーパー・ドキュメン

タリー・フィルム、公開決定。

吉本ぱなな

私はファンで、何回もライブを見

ているのに矢野天才はいつもあの

声の卜ーン(天国て奏でられる楽

器の音色のような)によく似た金

色のもやに包まれていてはっきり

とは見えない。このフィルムを見

て、その金のもやが真のきびしさ

からかもし出されていることを矢口

った。だからこそ矢野天才の音楽

は人の生きていく力のいちばん強

く清らかな部分をゆさぶり続ける

のだろう。

小田和正

力のある人が、人前でその力を発

揮しなカ、ったり、できな力、ったり

することがよくある。『謙虚」なば

かりに。僕は「謙虚 J なのが本当

に大好きだ。でもこの頃、色々 な

人に、そんな謙虚さを倣|蔓に振り

手ムって、これみよがしに、この世

の中の真ん中に踊り出して欲しい

とつくづく思う。この日本で。ア

ッコちゃんは「別に謙虚じゃない」

と言うだろうし、「真ん中に踊り出

たいと思ゐない」とも言うだろう。

ただ僕は、彼女は、恐ろしいこと

に晩成型で、そんな彼女のお尻を

叩くのは決して耳の達者な大向こ

うではなく、素朴な人たちのよう

な気がする。だからこの Film が

そのきっかけになればいいと思う。

「中央赤泉」はほんとうに良かった。

坂本君がどこかでニコニコ出て来

ればいいのにと思ってしまった。

ミーノ\ーて o申し訳けない。

大江千里

しいいいんと青争まりかえったステ

ージにぽつんとおかれたピアノの

前て何度も何度も歌う矢野さん。

それを子犬のような素直な目でじ

っと見つめるカメラ。「あつだめ。」

「おおお、まい、こ oつどねえす。」

「で・き・る・の・はああ、わかつ

てるんだけどお、技術 fがおいつか

ない。 J r集中力がな~い。」アッア

ッコちゃん。おもわずこっちは寄大

ってる矢野さんに自分を重オ弘前

のめりになる。「ああん、譜面が全

部うどんに見えてしまう。 J rなん

でできないんだろう。」そして何度

も何度も何度も歌ったのちに訪れ

る「おお、あい、がり。」このとき

はじめて画面にゆっくり空気が流

れ始める。「そっちて t空きまあす。」

フ。レイパ、ンクを両手耳にあて聴き

入る矢野さんが，~つり言う「こ才 1ヘ

0凡」には感動もんの重みがあり

ました。ありがたい。そしてなん

といってもパンキッシュで愛らし

い天才少女のままの矢野さんにホ

ッとした。映画は、情熱と役気の

賜だなあとつくづく実感。いい作

品ができて本当におめでとう。

今井美樹

気がついたら、涙が止まらなくて、

除が真っ赤に腫れていました。い

つも矢野さんの番楽には、やられ

てしまいます。何か体の中心部と

いうか、潜在意識のずーっとずー

っと深い所にある思い出せないけ

ととても大切なものに、じわじ

わーっと染み込んでくる。たまら

なくなって、自分の f寺っている記

憶や、想像の中の最も美しい風景

が、わわわーっとあふれでて、一

気に体中をのみ込んでしまう。言

葉なんかでは、うまく若手見しきれ

ない気持ちよさに、と eっぷりはま

ってしまうのです。何だろう!こ

れは……。何でもいい!! とにか

く矢野さんのまあるい愛にいつま

でもやられていたい。

(私はどうしてもこういう風に感

じてしまうのです。)

竹中直人

一曲、一曲ごとに見せる矢野顕子

さんの衰情のちがいをとてもてい

ねいにナ足えていて良かった。

中でも、中央張。を歌う、矢野

さんの表情と声が、とても素直で

背スジがゾクッとした。ラストの

もPRAYEF(' で見せる矢野さんの顔

がそれまでとはちがい、ホ生活の中

の間見。のように美しく、何故か

「かっぽうぎを着て縁側にボーと

すわっていて下さい」なんて演出

したくなってしまった。
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